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＜連絡事項＞

・千葉学園実習生は、本日DC実習の為病棟は不在。

・乾燥機（むかって右側）が作動しません。9時時点で使っている最中に電源がきれる？

　修繕伝票提出しています。

　→朱夏職員とPM確認しており、いったん作動しているので、（原因は分かりませんが）

　　使える状況になっています。

・28年度ALプログラムについて

　今年度はテキストなどをリニューアルします。その為に現在ALプログラム運営などに

　ついて担当管理で話し合いの最中です。ある程度につまってくれば、事業メンバーとの

　話し合いや各病棟にインフォメーションしていきます。

・本日今現在、病院166床

　西病棟は52床に対し、40名をきっている状況もあり。全体的に各病棟のベッドバランス

　がとれるようにしていく必要が出て来ている。東病棟はある程度入院をいつでも受けるベッド態勢も常に必要です。

北病棟に移動候補のあがったケースは遅くならない段階で、受けていく必要は今後も同じです。

・患者様内服管理⇒北病棟へ移動の患者様の自己管理は積極的に早め実施して下さい。

　患者様の自己責任としての治療形態を伝えて行くためです。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　淳様～現在の精神的身体状況により、環境調整が必要との現場からの意見あり。

　　　　　　　　病棟SやAOM、主治医などとも方向性を確認しながら、今後の療養について検討します。→主治医、西SGM,AOMには移動の確認はもらう。家族にも予定としてお伝えしている。

　　　　　　　　→ベッドコントロールのメールをSGMから発信する予定

　　　　　　　　・オムツサイズの件

　　　　　　　　　今あるオムツが本人に小さいとの事で、家族にもワンサイズ大きなオ

　　　　　　　　　ムツを次回面会時、持参いただくよう伝えている。

　　　　　　　　

・松谷　さと子様～本日東病棟より転入、308号室入室。

・野月　利章様～本日排便なし3日目、本人とも確認しながら下剤対応検討。

　　　　　　　　→本日就床時に継続指示対応で、本人と確認している。

　　　　　　　　・AM母様から、16日朝～17日朝（16日日中眼科受診）の外泊させたいと電話あり。時間などの詳細については、明日朝に本人が電話で母様と確認し、外泊願いを提出して頂く予定

　　　　　　　　・受けもちから・・・今後の生活について（本人の希望、母様の希望）はSWにも情報確認しながら、看護介入を継続していく

・宮澤　涼太様～発達障害のプリントを主治医から本人が受け取っています。（5/10）

　　　　　　　　5月13日（金）15時30分主治医が本人のところに来ます。本人にも

　　　　　　　　伝えています。

＜注目患者様について＞

　・出河　攻様～日増しに右足や大腿の痛みは軽減しているが、歩行はやや不自然さあり。

　　　　　　　　作業療法などの移動は行っている。

　　　　　　　　精神的には穏やか。

　　　　　　　　⇒主治医診察で、エペリゾン（50）2T2×朝夕本日夕から開始、次回

　　　　　　　　　定期につなぐ

・庭田　美紀子様～9日の主治医診察後からは、ためらわずに不眠時の眠剤を服用して

　　　　　　　　　いる。日中の眠気なし

　　　　　　　　　現在のところは体調維持が必要であり、夜間休む事での眠剤服用は

　　　　　　　　　大事な事を確認している。他者交流はほとんどなく経過する。

・袴田　将志様～5月11日16時～9時の青山荘外泊実施

　　　　　　　　今回は青山荘での日課対応など全体的には落ち着いている。

　　　　　　　　次回希望日は、5月18日（水）と20日（金）を希望している。

　　　　　　　　本人や主治医とも確認し、2日分の外泊許可書を準備しています。

　　　　　　　　青山荘にも予定の外泊日のメール連絡をしています。

・松谷　さと子様～東病棟Bユニットからの転入

　　　　　　　　　（経過などはメール情報などで確認下さい）

　　　　　　　　　担当スタッフ：土橋、原子、織田

　　　　　　　　　308号室

　　　　　　　　　少しの菓子持参有りましたが、（東では預かり）本人に渡す

　　　　　　　　　息子様が西病棟入院中。（本人の希望もあり、息子様には母の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移動の件を東が伝えてきました）

　　　　　　　　　口のがさがさにぬっている薬（プロペト軟膏：ワセリン）は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタッフオフィスに預かっている

　　　　　　　　　内服・・・朝・夕・寝る前

　　　　　　　　　　　　　　不穏時のﾘｽﾊﾟﾀﾞｰﾙ液あり、ほとんど使っていない

　　　　　　　　　バイタル・・・朝に体温・血圧・脈拍

　　　　　　　　　○転入後の様子

　　　　　　　　　　表面的には落ち着き有り。オリエンテーションや私物整理も

　　　　　　　　　　行えている。

　　　　　　　　　　左足腿の付け根あたりの痛みを訴えている。PM診察後のOT

　　　　　　　　　　移動はしぶるが、スタッフと一緒に移動する。帰院時はにこ

　　　　　　　　　　にこしている。

　　　　　　　　　　レストラン移動などは、エレベーターを使用希望あり

　　　　　　　　　○金銭管理について

　　　　　　　　　　郵便局に預金あり

　　　　　　　　　　医事にもあずけている・・・今後についてはSWにも確認？

　　　　　　　　　　（受け持ちNSに確認をしてもらう）

　　　　　　　　　

＜皮膚科診察から＞

金沢　洋子様～両足踵部の処置はウリモックスクリーム継続。

佐々木　淳様～左掌部の火傷部の瘢痕の処置はヘパリン類似物質油性クリーム継続。

三上　勇様～両足白癬・爪白癬の処置はケルガークリーム継続。

　　　　　　両下腿の掻痒感の訴えあり、発赤・落屑見られた事から慢性湿疹と診断。

　　　　　　デルモゾールＤＰ軟膏４本処方となる。

井上　和美様～左足底部の鶏眼は9日にスピール膏を貼り、本日削る予定であったが、

　　　　　　　本人様が拒否していた。本日の診察時には「やっぱり貼りたい」との事で

　　　　　　　16日スピール膏貼付・19日に削る事となる。

　　　　　　　また、臀部に軽度の発赤・小膿庖２ヶ見られた事から急性湿疹と診断。

　　　　　　　エキザルべ30ｇ処方となる。

木村　義重様～本人様より陰部の掻痒感の訴え聞かれていた事から本日受診。

　　　　　　　陰部に発赤・丘疹・小糜爛散在見られ、陰部湿疹と診断。

　　　　　　　エキザルべ30ｇ処方となる。

＜安ヶ平医師診察から＞

三上　勇様～胃の入口付近が痛むとの訴えあり

　　　　　　本日夕よりファモチジン（20）2T2×昼夕で6日分処方あり。

＜馬渡医師診察から＞

戸賀沢　潔様～臨時薬同内容で1週間継続処方

原　吉郎様～臨時薬同内容で一週間継続処方

佐々木　淳様～他人ものを盗る等の行為を注意受けている。

宮本　建蔵様～14日に妹様来院の確認⇒本日の準夜で家族への電話

　　　　　　　来院時には、妹様から本人に家に帰れないこと、施設への方向を

　　　　　　　お話してもらうこと（主治医から）

